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【要旨】
本稿は、埼玉県内における市町村の行政担当者及び社会教育委員を対象とした

２種類の調査結果から、社会教育委員の制度と活動について、行政担当者の対応
や期待と、各自治体の社会教育委員の意識と活動について明らかにするものであ
る。その上で、社会教育委員の活動と会議の活性化の方策を検討するとともに、
会議活性化のための指標作成を目指してその要因分析を行ったものである。

１本研究の目的と課題
（１）本稿の課題
われわれは既に、社会教育委員の制度と活動の分析一東京都下の調査結果を中

心に一」を公表した。その後、2003年度に埼玉県内の市町村の社会教育委員及
び行政担当者を対象とする、社会教育委員の意識ならびに活動実態、及び行政担
当者の考え等を調査し、第２４回学会大会時に口頭発表した。本稿は、その際の
データの分析を進め、社会教育委員活動と会議の活性化方途を探り、そのための
指標作成に向けた会議活性化の、要因分析の検討結果を示すものである。
（２）調査の概要
①調査は､東京家政大学社会教育研究室が｢社会教育委員の活動状況調査研究会」
を組織し、埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会の共催事業として実施した。
メンバーは第２４回学会大会の口頭発表者４名である。

②実施した調査は２種類で、「行政担当者調査」は埼玉県内全市町村教育委員会
９０を対象とし、「社会教育委員調査」は全９０市町村における１２６７名全員（平
成１４年度統計実績）を対象とした。

③調査実施期間については、平成１５年６月１０日に配布、回収の最終締め切りを
平成１５年７月１５日とした。

④配布は県教育委員会を通じ各市町村に配布し、市町村から各委員へ配布を依頼
した。回収は配布時の封筒（切手添付）により、行政担当者および委員各自か
ら、郵送により回収した。

⑤最終有効回収率は、「行政担当者調査」５８．９％（５３票)、「社会教育委員調査」
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５０．８％（644票）であった。
（３）今回の報告と手順について
以下では、①行政担当者と委員との意識の違いの分析、②指標作成に向けた要

因分析、③これまでの研究結果を踏まえた今後の検討課題について述べる。

２埼玉県内市町村の行政担当者と社会教育委員の意識のズレ
行政関係者と委員間に違いがあると思われた項目の比較結果を示す。
（１）共通項目の対比による意識差の比較
①行政関係者と社会教育委員の話し合いについて、共通調査項目の「行政関係者
と委員の話し合いが活発である」とする選択肢を「３．４」としてみると、表
２-１の通り、行政担当者は４０％以上、委員は５０％以上が活発ととらえている。
「その他｣、「不明」を除いて、統計的検討を試みたが(Mann-Whitney検定、
行政N=53、委員N=590)、有意差はみられなかった。(P=.216両側）

表２-１話し合いの活発度に関する意識の比較

②委員個人の活動状況について、活発だと考えている行政担当者は約４０％、
員は約５０％である（表2-2)。統計的には(Mann-Whitney検定、行政N=53、
員N=596)有意差はみられなかった。(P=､０６８両側）

表 ２ - ２ 活 動 状 況 の 意 識 の 比 較 表 ２ - ３ 会 議 状 況 の 評 価 の 違 い

委
委
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行政関係者と社会教育委員の話し合い 行政担当者
市町村数 比率(％）

社会教育委員
人数 比率(％）

１ 行政の方針や予算・決算等を説明する程度である ２ 3.8 ３６ 5.6
２ 説明の後、質疑がある程度行われている ２８ 52.8 ２１４ 33.2
３ 調誼について比較的活発なやりとりが行われている １２ 22.6 ２１４ 33.2
４ 会議の議題以外の内容についてもしばしば論議が行われている １１ 20.8 １２６ 19.6
５ その他 ０ ０ ９ １．４
６ 不明 ０ ０ ４５ 7.0
計 ５３ 100.0 ６４４ 100.0

社会教育委員の個
人個人の活動状況

行政担当者
市
町
村
数

比率
(％）

社会教育委員

人数 比率
(％）

１
とても活発で
ある

４ 7.5 4９ 7.6

２
まあまあ活発
である

1７ 32.1 268 41.5

３ どちらともい
えない

1９ 35.9 182 28.3

４ 活発とはいえ
ない

１３ 24.5 9０ １４．０

５ 不活発である ０ ０ ７ 1．１

６ 不明 ０ ０ 4８ 7.5

計 5３ 1００．０ 644 100.0

社会教育委員の会議
の状況

行政担当者
市
町
村
数

比率(％）

社会教育委員

人数 比率
(％）

１ とても活発であ
る

６ １１．３ 7７ 12.0

２ まあまあ活発で
ある 2４ 45.3 305 47.4

３ どちらともいえ
ない

１３ 24.5 129 20.0

４ 活発とはいえな
い

９ １７．０ 8５ 13.2

５ 不活発である １ １．９ ６ 0.9

６ 不明 ０ ０ 4２ ６．５

計 5３ １００．０ 644 １００．０
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交換を行う必要があると考えている。この実態と意識のずれは統計的にも検証
された。(Mann-Whitney検定、行政N=52、委員N=603、P=.000両側）

表２-５教育委員との意見交換の実態と要望

社会教育関係委員との意見交換の実態と要望表２ -６

（２）活性化度指標項目から見た社会教育委員の意識の違い
行政担当者調査(n=53)で「諮問・答申の有無」を活性化度指標として高低２群
に分割し〔高群(n=15)諮問・答申の数４～１、低群(n=38)諮問・答申の数0]、
社会教育委員の調査結果にどのような意識の特徴がみられるかを検討した。

表２-７２つの調査のマッチングによる有効回答の内訳

社会教育委員の個人の活動状況表２ -８

社会教育委員の会議の状況表２ - ９
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教育委員との懇談・意見交換の
実態

行政担当者
市町
村数

比率

(％）

教育委員との懇談・意見交換へ
の要望

社会教育委員

人数 比率（％）

１ 定期的に行っている ０ ０ １ 定例的に行 フ必要があ １７６ ２７．３
２ 必要に応じて行ってい ７ 1３．２ ２ 必要に応じて行う ４０８ ６３．４
３ 行っていない ４５ 8４．９ ３ 特に行う必要はない １６ ２．５

４ わからない ２４ ３．７

４ 不 明 １ 1．９ ５ 不明 ２０ ３．１
計 ５３ 1００．０ 計 ６４４ １００．０

社会教育関係委員との懇談の実態 行政担当者
市町村 比率(％） 社会教育関係委員との懇談の要望 社会；

人数
攻育委員
比率(％）

１ 定例的に開いている ２ 3.8 １ 定例的に行う必要がある １４３ 22.2
２ 必要に応じて行っている ９ 17.0 ２ 必要に応じて行う ４４２ 68.6
３ 行っていない ４１ 77.3 ３ 特に行う必要はない １８ 2.8

４ わからない １９ 3.0
４ 不明 １ 1.9 ５ 不明 ２２ 3.4

計 ５３ 100.0 計 ６４４ １００．０

全回答数 行政回答なし 委員回答なし 有効回答 高低群内訳
行 政 担 当 者 回 答

数
５３市町村 ２市町 ５１市町村

高群１５市町村
１４３名

社 会 教 育 委 員 回
答数

７９市町村

６４４名

２８市町村

２２６名
４１８名

低群３６市町村
２７５名

社会教育委員の個人の活動
状況

高活性化群
人数 ％

低活性化群
人数 ％

１ とても活発である １９ 1３．３ １５ ５．５
２ まあまあ活発である ７３ ５１．０ １０５ 3８．２
３ どちらともいえない ３２ 2２．４ ７８ 2８．４
４ 活発とはいえない １１ ７．７ ５３ １９．３
５ 不活発である ０ ０ ３ 1．１
６ 不明 ８ ５．６ ２１ ７．６

計 １４３ １００．０ ２７５ １００．０

社会教育委員の会議の状
況

高活性化群
人数 ％

低活性‘
人数

上群
％

１ とても活発である ２８ １９．６ ２５ ９．１
２ まあまあ活発である ７８ ５４．５ １２７ ４６．２
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表３-７の「因子パターン」から、因子負荷量.４以上に注目すると、第一因子
は、公民館活動、年間事業計画、図書館活動、高齢者教育、生涯スポーツ、生涯
学習の推進の因子負荷量が高い。第二因子では、団体補助金の交付、社会教育関
係団体の認定が高い。第三因子では生涯学習支援者の登録・発掘・派遣、男女共
同参画学習が高くなっている。第一因子は、「１７条関連定番議題」中心であり、
それに「高齢者教育」が組み込まれている、第二因子は「団体補助金に関する議
題｣、第三因子は「新しい活動の支援に関する議題」とまとめることができる。

表３ - ９多重比較の結果

多重比較
従屈変数:REGRbcmrsc"elfOranalysis3
Bon他n℃nｉ

*・平均の差は.０５で有意

上記の「社会教育委員が考える会議の議題」構造の分析結果と様々な要因との
関連をみると、委員の「年齢」と関連性が認められた。そこで議題内容と「年齢」
との関係の分散分析・多重比較を行ってみると、「｢１７条関連定番議題十高齢者
教育」（第一因子）を議題として考えている社会教育委員の「年齢」が有意な差
で高いこと、つまり、６０歳以上の委員が「定番議題」加えて「高齢者教育」を
議題として意識していることがわかる。
以上の分析結果を基に、社会教育委員の会議の「活性化」という視点から今後

の会議のあり方を考えると、二つの方向性が提言できる。第一には、全体のバラ
ンスを考える必要はあるが、社会教育委員の年齢構成を再検討し、委員を「若返
らせる」必要がある。そして、委員の選出に関して「ボランティア」意識をより
強く持った人々を多く選出し委嘱すべきであるように思える。その具体的な手立
ての一つとしてとして、「地域住民」を対象として「委員の公募制」を拡充する
ことが必要となるだろう。また、「地域住民」という条件は、いわゆる「学識経
験者」と呼ばれる委員にも適用されることが望まれる。

-４７-

社会教育関係団体の認定 ､４２８ 、５５１ ､５０２

博物館活動 ､３０６ 、４９２ ､４５７

施設ネットワーク ､４３４ 、４８８ 、３５１
文化財保護 ､２３９ 、４５０ 、２４７
学習情報・学習相談 ､２４２ 、４１６ 、３９１
生涯学習支援者の登録・発掘・派遣 ､４１６ 、２２９ ．４８４
男女共同参画学習 1９１ ､２７５ 、４１５
学社連携・学社融合 ､３１１ 、２５５ 、３９３
ボランティア活動 1２８ １１６ 、３１２

( D 高 齢 化 ( J ) 高 齢 化
平均値の
差(I-J) 標準誤差 有意確率

9 副 桓 麺 反 問
下限 上限

39歳まで 4酢59歳
6嘘以上

-．0134400
-.2141890

､2839721
.2840320

1.000
1.000

-.6951346
-.8960274

､6682545
.4676493

4 ' 5 9 歳 ３ ９ 歳 ま で
6嘘以上 1■■■

013
2 ”
4400
7490＊

2839721
0717916

１“０
０１６

�°

�°
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3730896 ■■■

6951346
0284084

6 0 趣 以 上 ３ ９ 堂 ま で
4‘59歳

2141890
2007490＊

2840320
0717916

１000
016

ー 4676493
0284084

8960274
3730896



第二の方向性は、仮に年齢構成をうまく転換できない場合、取り扱う議題内容
に幅を持たせ、例えば、議題の一部に「高齢者教育」について加えることによっ
て現状の会議が「活性化」する可能性があるのではないかと考えられる。最後に
検討した「社会教育委員の考える議題」の分析結果の一部はそのことを明確に示
している。つまり、議題設定を委員自身の「身近な問題・課題」により近づける
ことによって、これまで以上に自分自身の課題として真剣に議論せざるを得なく
なると考えられるからである。但し、この時に、地域全体の「公益性」を考える
ことは当然のことである。埼玉県のデータからの提言という限界はあるが、ここ
述べたことは他の地域でも予想されるように思われる。

４まとめと今後の課題
本稿は新たな調査項目を整備し、行政側と社会教育委員の両側面から、前回と

異なった地域で対比的に状況と意識を把握し、現状と意識の違いの対比から活性
化への指標を模索した。今後の検討課題を挙げてみる。
（１）社会教育委員制度の活性化を測定する調査項目を洗練し、より明確な活性
度指標を得るためのサンプリングを強化する。

（２）本稿の結果と前稿とのその比較検討により、主たる要因を抽出する。
（３）社会教育委員の「諮問的機能」と「指導的機能」の分析には至らなかった。
諮問・答申以外に委員の地域活動等の指標を設定し、測定する必要がある。
また、都道府県と市町村における委員の役割の違いを把握することも課題で
ある。

（４）行政の環境整備の差や活性化している事例を直接的に聞き取るなど、多角
的な視点から社会教育委員が置かれている現状を明確にしてみたい。
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